
はじめに
　平素から私ども株式会社かんぽ生命保険をご愛顧、お引き立ていただき、
誠にありがとうございます。
　ここに平成24年度決算に基づきますディスクロージャー誌を発行し、当社の
業績や取り組みについて、ご紹介させていただきます。
　本誌を通じて、当社に対するご理解を一層深めていただきますとともに、
引き続き当社をご支援いただきますようお願い申し上げます。

平成25年7月

※ 本誌は保険業法第111条に基づいて作成したディスクロージャー資料です。
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「最も身近で、最も信頼される保険会社」の
 実現を目指して

平成24年度の総括　平素より株式会社かんぽ生命保険をご愛顧、お
引き立ていただき、誠にありがとうございます。

　まず、昨年来、当社の保険金等支払管理態勢の整
備につきまして、お客さまをはじめ、関係の皆さまに
ご心配・ご迷惑をお掛けしておりますことをお詫び
申し上げます。
　保険金等支払管理態勢の整備につきましては、こ
れまでも経営の最重要課題と位置づけ、事後検証
システムの導入による事後点検活動など、保険金等
を正確かつ迅速にお支払いするための各種の取り
組みを行ってまいりました。しかしながら、お客さま
への保険金等の請求に関するご案内を充実させる
過程において、ご案内の水準が不十分であったこと
から、より丁寧に請求案内すべき事案等について、
当社営業の開始（平成19年10月1日）以降のご請
求分を検証し、お客さまへの追加的なご案内、お支
払対応等を進めてまいりました。
　さらに、漏れのない請求案内等を行う観点から、平
成24年中のすべてのご請求に係る診断書の記載事
項の点検を行うとともに、制度的な観点からも検証
を行い、請求のご案内につながるキーワードがない
かなど、さまざまな視点で請求案内すべきと考えら
れるケースを網羅的に洗い出し、保険金等支払管理
態勢に関する課題の把握、改善に向けた取り組みを
推進しているところでございます。
　何卒、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

　平成24年度を振り返りますと、わが国経済は、東
日本大震災からの復興需要や政策効果の発現等に
より、夏場にかけて回復に向けた動きが見られまし
た。しかしその後、世界経済の減速等を背景として
輸出や生産が減少するなど、景気は弱い動きとな
り、底割れが懸念される状況となりましたが、政府に
よる緊急経済対策の効果に加え、世界経済の緩や
かな持ち直しが期待されることから、今後は緩やか
に回復していくと見込まれます。生命保険業界にお
きましては、少子高齢化や単身世帯化の進展、ライ
フスタイルの変化等を背景としたお客さまのニー
ズの多様化、選別志向の高まりなどに対応する販売
チャネルの強化、商品の開発等により、各社間の競
争が激化しております。
　このような経営環境の中、当社の売上に相当する
個人保険の新契約は、パートナー（郵便局）営業、法
人営業とも、当社として初めてそろって営業目標を
達成し、全体としては件数、金額共に民営化後最高
となる221万件（前年度比＋4.0％）、金額6兆
5,159億円（同＋4.8％）を確保しました。これは日本
郵便株式会社との連携のもと、当社商品の認知度
を高めるための各種キャンペーンを行うとともに、
満期等を迎えるお客さまを中心に訪問活動を行い、
満期保険金等の早期の支払手続きの勧奨、保険料
収納・保険金等支払の送金扱・口座払込みや指定代
理制度のご案内等を行う「契約者フォローアップ活
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動」に努め、増加するお客さまとの接点を有効活用
するなど、営業推進態勢が整備されてきた結果と考
えております。
　期末決算を見ましても、損益面では、生命保険会
社の基礎的な期間損益を表す基礎利益は前年度
並みの5,700億円、経常利益も前年度並みの
5,293億円、当期純利益は前年度を上回る910億
円を計上し、いずれも計画を上回る水準を確保して
おります。
　また、生命保険会社の健全性を示す指標である
ソルベンシー・マージン比率は1,467．9％（前年度
比＋131.8ポイント）、実質純資産額は10兆1,074
億円（同＋2兆238億円）となり、引き続き強固な財
務基盤を確保しております。
　これもひとえに皆さまのご支援の賜物と深く感
謝申し上げます。

　日本郵政グループを取り巻く情勢としては、平成
24年4月27日、第180回国会で郵政民営化法等の
一部を改正する等の法律案が可決・成立し、同年5
月8日に公布されました。これにより同年10月1日
に郵便局株式会社と郵便事業株式会社は統合さ
れ、日本郵便株式会社となり、日本郵政グループは
5社体制から4社体制へと再編されました。あわせ
て、この新しい日本郵政グループが郵便事業創業
150周年である平成33年に向け目指すべき姿とし
て、「郵政グループビジョン2021」を策定・公表し、
日本郵政グループとして、「早期上場」、「株式価値
の最大化」を目指していくことになりました。
　当社は、この「郵政グループビジョン2021」を踏ま
え、新規契約を伸ばし成長軌道の転換を図り、郵便
局ネットワークを通じて安定的なユニバーサルサー
ビスの提供を図るとともに、簡易・迅速・正確な事務・
システムを構築し、お客さまから選ばれる保険会社
を目指して、以下の課題に取り組んでまいります。

1．ライフスタイルの変化に即した
   多様な保障ニーズへの対応
　ライフスタイルの変化に即し、お客さまが利用し
やすいシンプルな商品・サービスの提供を目指し
て、学資保険等、既存商品の見直しから着手すると
ともに、満期保険金等の事前請求勧奨等、既契約者
さまへの訪問活動の強化により、既存顧客の深耕
を図ってまいります。また、郵便局の渉外社員等に
新型携帯端末を配備するとともに、日本郵便株式会
社と一体的に、営業人材の育成、マネジメント強化
に取り組み、営業生産性を向上し、新規契約の拡大
に取り組んでまいります。
　さらに、高齢化社会を迎え、お客さまに安心して
ご契約いただくため、募集品質の向上に取り組んで
まいります。

2．引受から支払まで簡易・迅速・正確に行う
   態勢の整備
　お客さまに質の高いサービスを提供するため、引
受から支払まで簡易・迅速・正確な事務・システムの
構築に取り組んでまいります。特に保険金等支払管
理態勢については、経営の最重要課題として位置づ
け、人的資源・物的資源などの経営資源を最優先で
配分し、整備・高度化を図ってまいります。
　漏れのない保険金等のお支払いの実現に向け、
引き続き、より丁寧に請求をご案内すべき事案等
についての検証、ご案内・お支払対応等を着実に
実施するとともに、査定業務へのシステムサポート
の導入、査定人材の教育・研修等により、支払品質
の改善を推進してまいります。また、満期保険金等
の期日支払の徹底に取り組み、満期保険金等の長
期未払化の防止を図ってまいります。さらに、シス
テムにおいては、システム開発管理態勢の強化に
取り組み、システム品質及び生産性の向上を図る
とともに、簡易・迅速・正確な事務処理を支え、競争
力の基盤となるシステムインフラを構築してまい
ります。

平成25年度の重要課題
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Profile　（昭和27年9月4日生、東京都出身）
昭和51年 3月　　東京大学経済学部卒業
昭和51年 4月　　安田火災海上保険株式会社（現株式会社損害保険ジャパン）入社
平成17年 4月　　同社執行役員企画開発部長兼団体組織開発部長
平成19年 4月　　同社常務執行役員企業営業企画部長
平成22年 6月　　同社代表取締役専務執行役員関西第一本部長
平成23年 4月　　同社代表取締役副社長執行役員関西第一本部長
平成24年 6月　　当社取締役兼代表執行役社長（現在）
平成25年 6月　　日本郵政株式会社取締役（兼務）
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3．健全な経営基盤の維持
　健全な経営基盤を維持するため、会社業務の中
核を支え、競争力の源泉となる人材を戦略的に育
成するとともに、コンプライアンスの徹底、内部監
査態勢の充実等、適切な経営管理態勢の整備に取
り組んでまいります。特に、郵便局での犯罪の根絶
に向けて、防犯ルールの徹底とともに保険料収納・
保険金等支払の送金扱・口座払込みのご案内の徹
底に取り組んでまいります。さらに、高度なリスク管
理態勢を構築し、必要な内部留保を確保しつつ、機
関投資家としての資産運用力の強化を図り、安定的
な収益を確保してまいります。

　当社は、以上の取り組みを通じて、企業価値の
持続的な向上を図り、ステークホルダーの皆さま
のご期待にお応えする企業となることを目指して
まいります。

　当社は、生命保険業及び独立行政法人郵便貯金・
簡易生命保険管理機構の委託を受けて行う簡易生

命保険管理業務を主要な業務とする生命保険会社
として、大正5年に創設された簡易生命保険の「簡
易な手続きで、国民の基礎的生活手段を保障す
る。」という社会的使命を引き継ぎつつ、「お客さま
とともに未来を見つめて『最も身近で、最も信頼さ
れる保険会社』を目指します。」という経営理念の
下、より良いお客さまサービスの向上に向けた取り
組みを行うなど、経営基盤の強化を図ってまいりま
した。
　引き続き、お客さまの生活を総合的にお支えする

「総合生活支援企業グループ」である日本郵政グ
ループの一員として、企業価値を高めていくために
も、「お客さまから選ばれる真に日本一の保険会社」
を目指し、全社員の心をひとつに持てる力を結集し
てひとつひとつ課題を克服し、さらなる経営基盤の
強化を図ってまいる所存です。
　今後とも、ご支援・ご愛顧のほど、よろしくお願い
申し上げます。

最後に

Profile　（昭和27年9月4日生、東京都出身）
昭和51年 3月　　東京大学経済学部卒業
昭和51年 4月　　安田火災海上保険株式会社（現株式会社損害保険ジャパン）入社
平成17年 4月　　同社執行役員企画開発部長兼団体組織開発部長
平成19年 4月　　同社常務執行役員企業営業企画部長
平成22年 6月　　同社代表取締役専務執行役員関西第一本部長
平成23年 4月　　同社代表取締役副社長執行役員関西第一本部長
平成24年 6月　　当社取締役兼代表執行役社長（現任）
平成25年 6月　　日本郵政株式会社取締役（兼務）
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